
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

昭

和
3
7
年

度

調

査

研

究

概

況

１
　

総
　
合
　

研
　

究

１
　

平
城
宮
跡
発

捐
調
査

歴

史

研

究

室
　

榧
本
亀
治
郎

田
中
　
　

琢

狩
野
　
　

久

建
造
物
研
究
室
　

森
　
　
　

蘊

工
藤
　

圭
章

坪
井
清
足

岡
田
茂
弘

岩
本
次
郎

田
中
　

稔

河
原
純
之

浅
野
　

清
　

杉
山
信
三

沢
村
　

仁
　

牛
川
喜
幸

本

年

度

は

第

９

、
1
0
、
１１
一
次

に
わ

た
っ

て

調

査

し

た

。（

本

文

２

頁

参

照

）

２
　

西

大

寺

調

査

（

戸

工

作
　

守
田
公
夫

長
谷
川

誠
　
清
野
智
海

歴

史

研

究

室
　
　

田
中
　

稔
　
狩
野
　

久

本
年
度
は
美

術
工
芸
研
究
室
で
は
工
芸
作
品
を
調
査
の
主

体
と
し
（

本
文
1
0頁
参
照
）
、
歴
史
研
究
室

は
後
述
の
よ
う

に
中
世

お
よ

び
近
世
文
書

を
調
査
し
た
。

古
文

書
班

は
中
世
お
よ
び
近
世
文
書
に
重
点
を
置

い
た
が

そ
の
量
が
尨
大
な

だ
め
完
了
す

る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
。

し

か
し
中
世
文
書

は
も
と
よ
り
集
会
引
け
・
日
次
記
・
奈
良

奉
行
所
御
触
書
控
等

の
史
料
価
値
高

い
近
世
文

書
も
少

く
な

か
っ
た
。

３
　

仁
和
寺
の
研

究

建

造

物

研

究
室
　
杉
山
信
三

歴

史

研

究

室
　
田
中

稔
　

狩
野
　

久

美
術
工

芸
研
究
室
　

清
野
智
海

調
査
の
重
点
は
仁
和
寺
塔
中
蔵
に
隴

い
た
が
、
別
に
重
要

文

化
財
「
別
尊
雑
記
」
の
調
査

な
ら
び
に
写
真
撮
影
を
行

っ

た
。
塔
巾
蔵
に
つ

い
て
は
第
4
1箱

‘・
卵一
箱
ま
で

の
調
査
を
終

了
し
た
。

４
　

日
本
古
代
都
城
制
の
研

究
（
文
部
省
科
学
研

究
費
交
付

金
に
よ
る
殴
関
研
究
）

歴
・史

研

究

室
　
柾
本
亀
治
郎
　
坪
井
清
足
　
田
中
　

稔

田
中
　
　

琢
　

岡
田
俔
弘
　
狩
野
　

久

建
造
物
研
究
室
　

森
　
　
　

蘊
　
浅
野
　

清
　

杉
山
信
三

工
藤
　
圭
章
　

沢
付
　

仁
　
牛
川

喜
幸

大
和
盆
地
北
半
の
航
空
写
真
１３
７
１
枚
を
作

成
、
佐
紀
町
ほ

か
の
地
籍
図
、
正
倉
院
文

書
、
西
大
寺
文
書
な
ど
に
つ

い
て

関
係
資
料
を
あ
っ

め
、
今
後
こ
れ
ら
の
基
礎
資
料
と
実
測
調

査
、
現
地
調
査
を
併
行
さ
せ
る

｝一
と
に
よ
っ
て
、
平
城
京
の

復
原
研
究
を
進
め
て
い
き
た

い
。

1
1
　各
　

個
　
研
　

究

（
　

美

術
工
芸
研
究
室

１
　

舎
利
塔

の
様
式
的
研

究

守
田
　

公
夫

前

々
よ
り
引

続
き
舎
利
塔
の
様
式
的
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

唐

招
提
寺
の
舎
利
塔

は
一
応
調
査

を
終
り
、
学
報
1
4冊

に
発

表
し
た
。
遂
次
、
公
表

の
準
備
を
進
め
て

い
る
、

２
　

工
芸
作
品
に
笵
ら
れ
る
文
様
の
日
本
的
展
開
の
研

究

守
田
　

公
夫

本
研
究
は
多

く
の
工
芸
作
品
文
喙

を
外
来
的
と
日
本
的
と

に
大
別
し
て
、
そ
の
発
展
過

程
を
辿

る
こ
と
に
お
い
て
、
文

喙

の
日
本
的
展
開

の
様
相
と
そ
の
作
品

の
も
つ
美
術
工
芸
的

価
値

を
研
究
す
る
。
本
年
度
は
図
版

に
収
め
ら
れ
た
工
芸
作

品
か
ら
分
類
し
、
さ
ら
に
各
地
区

に
お
い
て
調
査
し
た
工
芸

作
品
の
写
真

を
も
分

類
し
た
、

３
　

仏
具

の
喙
式
と
そ
の
構
造
の
編
年
的
研
究

（

文
部
省
科
学
研

究
費
交
付
金
に
よ
る
研
究
）

研

究
担
当
者
　
　

守
田
　

公
夫

研

究
協
力
者
　
　

清
野
　

智
海

本
年
度
は
既

に
調
査
さ
れ
て

は
い
る
が
未
整

理
の
ま

＆
に

あ
つ
た
近
県

社
寺

の
仏
具
に
関
す

る
資
料
の
分

類
整
理

を
行

い
、
協
力
者
は
思
想
構
造
を
中
心
に
一
仏
具
」
を
老
察
し
関

係
資
料
を
摘
出

し
た
。

４
　

藤
原
彫
刻
の
研

究

長
谷
川
　

誠

藤
原
和
様
の
形

成
と
そ

の
様
式
の
変
遷

を
研
究
す
る
た
め

に
、
造

立
年
次
の
確
か
め
ら
れ
る
作
例
を
調
査
し
て
い
る
が
、

本
年
度

は
主
と
し
て
従
来
の
調
査

に
よ
る
資
料
と
文
献
資
料

と

を
整
理
検
討
し

た
。

５
　

仏
像
納
入
文
書
集
成
の
た
め
の
調
査
研

究長
谷
川
　

誠

平
安
時
代
以

降
の
仏
像

に
奉
籠
さ
れ
て

い
る
文
書

を
集
成

す
る
も
の
で
、
現

在
従
来
調
在
収
集
し
た
3
5例
を
整
理
中
で

あ
る
。
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６
　わ
が国木
彫
の
材質
及
び技
法
につ
いて
の
実証
的
調

査研
究（
文
部
省科
学研
究費交
付
金に
よ
る研
究
）

長
谷川
　誠

木
彫の
造形
技
法
をそ
の
材質
と
の
相
関関
係で
調
査研

究し
よ
う
と
す
るも
ので
、本
年
度
は
主とし
て
唐招
提
寺

講
堂
の
諸
像
を調
査し
、特
にテ
ィ
ピ
カル
な作
例で
あ
る

伝
薬
師如
来
像
、伝
衆
宝王
像の
原
寸
大
実測
図
を作
製し

た
。

７
　両
界
曼
荼
羅
の思
想構
造
と
その
図
濛
学
的
変
迫
に関

す
る研
究

清
野
　智
海

本年
度
は
九
会
金剛
界
曼
荼
羅区
の
成
立
に研
究の
焦
占

を
おい
ち
ま
ず
、梵・
蔵・
漢
蔵の

。‐
｡公剛
頂
祥一
系
経

典
か
ら図
像
的要
素
を
抽出
し
、
そ
れ
ら
が我
が国
の文
献

資
料
や遺
品
と
どの
ぞこ
に関
連
づけ
ら
れ
る
か、
あ
る
卜

は
大陸
的
な
もの
と日
本的
な
もの
の
差異
を
中
心
に
考察

を深
め
た。

８
　平
城
京
諸
大
寺
を中
心と
す
る
仏
教絵
画
の
調
杏研
究

清
野
　智
海

3
6年度
実
施
の
西
大寺
絵
画
調
査の
遺品
の
い
くつ
か
を

再
検討
し
心
と
く
に‐１に
土
会
本
噂
像‐‐
に関
す
る
様
式

史
を解明
す
る
ため
、
七
として一
仁王
会一
　一仁王
祥一

一
五
大
尊一
の
資料
を蒐
集
し≒
．

Ｂ
　建
造物
研
究
室

１
　東
寺
およ
び西
寺の
発
拙
調
在

杉山
信三
　工
曝
圭
章
　沢付
　に

岡
田
茂
弘
　牛川
喜
幸
　河
原純
之

昭
和
3
7
年
度調
査研
究
概況

東
寺
の
調
査
は
、
京
都
府
教
育
庁
の
依
頼
に
よっ
て
、
昭

和
3
7
年９
月
同
寺
境
内
の
排
水
路
工
事
の
際
おこ
なっ
た
も

の
で
、
基
壇
延
石
の
発
見
と
、
瓦
堆
積
層
と
基
壇
盛
土
層
の

関
係
を
検
出
し
、
東
寺
軒
廊
の
位
置
を
知
る
’』と

がで
き
た
。

こ
の
結
果
を
参
照
し
て
、
昭
和
3
7
年
1
2
月
、
科
学
研
究
費

に
よ
る
西
寺
の
発
掘
調
査
を
お
こ
たっ
た
。（
西
寺
発
迦
洲

査
報
告
概
要
は
本
文
2
3
頁
参
照
）

２
　興
福
寺一
乗
院
の
調
査

森
　
　蘊
　杉
山
佶三
　匚
藤
上
ぐ

沢
付
　仁
　牛
川
喜
幸

こ・の
た
ひ
ま
良
県
庁
阡
近一
帯
の
整
陥
工
事
に
什
い
、一

乗
院
寝
殿・
毆
卜
よ
唐
招
提
寺
境
内
に
移
築
す
るｙ
】と
に
ご

っ
Ｅ弌改

体
侈
建
に
さ
き
だっ
て
、
昭
和
3
7
年
７
月
、
建
造
物
室

ぱ
余
良
県
教
育
委
員
会
に
よ
る
宸・殿・
殿
上
の
調
査
に
協
勺

し
、
ま
た
建
物
撤
去
後
の
3
8
年
３
月
、
地
下
調
査
を
お
｝一
な

っ
た
、
調
査
結
田べ、
戻
殿・
殿
上
の
再
建
当
初
の
平
面
が
し

ら
れ
、
ま
た
隅
木
上
端
墨
書
銘
か
ら
宮
毆
の
再
埠
か
慶
安
２

年３
月
で
あ
る
’】と

を
確
認
Ｌ
、
ま
た
発
根
に
よっ
て
尋
尊

僧
上
筆
の一
乗
院
韭
殿
之
図
と
同
様
の
遺
構
を
検
出
し
≒

３
　小
堀
遠
州
関
係
資
料
の
収
集
と
そ
の
整
理

森
　
　蘊
　
　牛川
改‥幸

小
堀
遠
州
の
各
方
面
に
わ
た
る
実
績
訓
査
に
先
立
ち
、
家

譜
書
状
そ
の
他
の
記
録
に
よっ
て
そ
の
造
営
に
関
与
Ｌ
Ｅ

と
が
明
か
と
たっ
て
い
る
慶
長
初
年
度
か
ら
寛
永
右
年ｙ

寸
て
の
関
係
資
料
を
収
集
、
良
製
を
作
乙
子
と
、かＴ
彳氈

（
本
文
2
9
頁
参
照
）

≪ 
― ｊ－

‾力ヽ 二

４
　奈
良
市内
の
庭園
調
査

森
　
　蘊
　
　牛川
喜
幸

従来
詳
細
な調
査
の
す
んで
い
ない
奈
良市内
の
古
庭園

の
う
ち、
東
大
寺卮
巨
院、
今四
家（
福
智
院町
）
、
依
水

園
等の
実
測
調
査
を行っ
た
、

Ｃ
　歴
史研
究
室

１
　高井
出窓
寺
鳬
迎
詞
が

坪井
濟
足
　円
中
　琢
　岡田
茂
必
　河
原純
之

森
　
　蘊
　匚
藤
幸
1
9
:
　

沢
紂
　に
　牛川
百
行

皃
框調
査
に
昭
和
3
7
年一
1
1
1
1

一
月
から
浅野
清
を担
当
責
任
昔

と
して
お
子ｙ
Ｐ
气
歴史・
燈
込
物両
研
北
。ｙ
がこ
れ
に

協
力
しニッ

倹
出
し
た
遺構
は
金
堂・
謡
堂
と
个
りれ
る建
物
遺
構で

あっ
て
、公
堂跡で
は
凝灰
岩
切石
の
壇
上
積
基
壇
がよ
く

遺
びし
、講
堂
跡で
ぱ礎石
や仏
壇．も
倹川
さ
れ≒
出土

遺
物
に
は
れ尾八
の
ほ
か
金
銅
仏手
、
片
仏
、三
彩
火
舎
等

があ
る．

２
　面
部
諸
大
寺関
係
文
書の
調
査研
究

川
中
　隠
　
　狩野
　久
　
　…石に夲次ぷ

前
年
度以
前
よ
り継
続実
殖中
の
興
福
寺所
蔵の
文
書
典

籍調
介
を
行っ
二卜
ま
た興
福尓
と
不可
分の
関係
こ
あ
る

呑日
冲
社旧
社
家の
大
宮（
兼
守
）文
書・
辰
巾（
陷正
）

文
書
を調
在
し
た
が、
巾で
も
大宮
之
書は
末
紹か
の
と
書

が多
く、質・量共
に優
れた
もの
て
あ
夕

３
　唐
招
捉
寺
羅叫
類・調
だ
川中
　稔
　
　狩野
　久

昭
和
3
7
乍８
月
よ
り９
月
に
かけて
実
施
し
た
．（
本ヶ
、
3
9

3
4
頁以
下
参
照
）
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